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◆ 研究概要 
 1）特発性正常圧水頭症のコホート研究及び QOL 分析（新井班）． 
 2）統合医療に関するエビデンスの必要性に関する Conjoint 分析（津谷班）． 
 3）心房細動のコホート研究データの分析（J-RHYTHM）． 
 4）末梢動脈疾患レジストリー（SEASON）． 
 5）糖尿病大規模コホート研究（JDCP）． 
 6）脳梗塞の再発予防に対する Pravastatin のランダム化比較試験（J-STARS）． 
 7）一過性脳卒中の再発予防に対する Cilostazole のランダム化比較試験（CSPS）． 
 8）難治性眼疾患に対するヒト乾燥羊膜の臨床試験． 
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